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左
の
説
明
図
は
、
記
載
例
に
つ
き
住
所
地
・
氏
名
は
架
空
の
も
の
で
す
。

相
続
関
係
説
明
図
は
、
相
続
を
証
す
る
書
面
（
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
）
等
に
代
え
て
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
か
ら
相
続
関
係
者
全
員
の
生
年
月
日
・
住
所
・
氏
名
・

続
柄

等
を
戸
籍
謄
本
等
に
基
づ
い
て
正
確
に
わ
か
り
や
す
く
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
分
割
協
議
に
よ
り
申
請
地
の
相
続
人
が
特
定
し
て
い
る
場
合
は
、
分
割
協
議
書
写
し
と
全
員
の
印
鑑
証
明
書
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

被
相
続
人

八
王
子
太
郎

相
続
関
係
説
明
図

令
和

年

月

日

作
成

出
生

昭
和
八
年
六
月
七
日

相
続
人
（
代
襲
）

死
亡

平
成
五
年
一
〇
月
九
日

出
生

昭
和
三
二
年
五
月
五
日

住
所

八
王
子
市
豊
五
丁
目
七
番
三

住
所

八
王
子
市
豊
五
丁
目
七
番
三
号

長
男

八
王
子
一
郎

長
男

八
王
子
小
太
郎

登
記
簿
上
の
住
所

八
王
子
市
左
京
町

出
生

明
治
四
三
年
一
二
月
一
二
日

死
亡

平
成
五
年
一
〇
月
一
〇
日

（
分
割
協
議
）

住
所

八
王
子
市
豊
五
丁
目
七
番
三
号

妻

境
界
市
子

長
女

愛
媛
路
子

被
相
続
人

八
王
子
太
郎

出
生

昭
和
九
年
一
〇
月
一
一
日

出
生

昭
和
三
五
年
三
月
三
日

住
所

八
王
子
市
豊
五
丁
目
七
番
三
号

住
所

八
王
子
市
東
海
町
一
五
番
六
号

（
排
除
）

妻

八
王
子
杭
子

二
男

八
王
子
次
郎

出
生

大
正
四
年
九
月
九
日

出
生

昭
和
九
年
八
月
九
日

死
亡

平
成
二
年
三
月
一
日

住
所

八
王
子
市
本
町
一
丁
目
一
番
一
号

住
所

八
王
子
市
豊
五
丁
目
七
番
三
号

（
相
続
放
棄
）

三
男

八
王
子
三
郎

出
生

昭
和
一
〇
年
九
月
七
日

住
所

八
王
子
市
東
区
港
五
丁
目
五
番
五
号

（
特
別
受
益
者
）

長
女

自
治
鋲
子

出
生

昭
和
一
二
年
四
月
四
日

住
所

八
王
子
市
中
央
区
城
南
町
二
番
三
号

相
続
・
住
所
を
証
す
る
書
面
を
還
付
願
い
ま
す
。

ハ
イ
ツ
鯱
一
〇
一
号
室

右
の
と
お
り
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
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